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西
尾
市
の
地
盤
の
多
く
は
、
土
砂
が
堆

積
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。
液
状
化
の
危

険
性
が
高
い
と
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
建
物
が
傾
い
た
り
道

路
が
陥
没
し
た
り
す
る
な
ど
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
そ

の
大
き
な
ゆ
が
み
が
別
の
内
陸
型
地
震
を

誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
地

震
で
は
、
大
き
な
地
震
が
別
の
地
震
を
誘

発
し
、
震
度
７
の
揺
れ
が
２
日
間
で
２
回

観
測
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
も
今
か

ら
７２
年
前
の
昭
和
２０
年
、
こ
の
よ
う
な
誘

発
地
震
と
考
え
ら
れ
る
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
三
河
地
震
で
す
。

昭
和
１９
年
の
東
南
海
地
震
の
３７
日
後
に

発
生
し
た
三
河
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
８
で
、
特
別
大
き
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
内
に
は
震
度
７

の
揺
れ
を
観
測
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

東
南
海
地
震
で
は
倒
れ
な
か
っ
た
建
物
が
、

そ
の
後
の
三
河
地
震
で
倒
れ
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
犠
牲
者
数
は
東
南
海
地
震
の
約

2
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
も
、
１
度
目
の
地
震
の
後
、

損
傷
度
を
知
ら
ず
に
建
物
へ
戻
り
、
２
度

目
の
地
震
で
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に

な
る
な
ど
、
被
害
が
拡
大
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
き
な
揺
れ
が
複
数
回
襲
っ
て
来

て
も
倒
壊
し
な
い
、
余
裕
を
持
っ
た
建
物

の
耐
震
設
計
・
耐
震
化
が
必
要
で
す
。

市
内
の
総
住
宅
数
は
２９
年
１
月
現
在
で

約
５
万
４
０
０
０
戸
。
そ
の
う
ち
、
耐
震

性
が
あ
る
と
推
計
さ
れ
る
建
物
は
約
４
万

１
０
０
０
戸
、
耐
震
化
率
は
７５
・
４
％
で

す
。
合
併
し
た
６
年
前
と
比
べ
る
と
、
耐

震
化
さ
れ
た
建
物
は
約
４
４
０
０
戸
増
え

ま
し
た
が
、
約
１
万
２
０
０
０
戸
は
ま
だ

耐
震
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
西
尾
市
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
き
な
揺
れ
が
地
盤
に
影
響
し
、
予
測
不
能
な
災
害
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
観
測
史
上
初
め
て
、

震
度
７
の
揺
れ
が
同
じ
場
所
で
２
回
発
生
し
、
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
ま
し
た
。

巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え
は
、
公
的
機
関
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
一
人
一
人
が
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。三河地震で倒壊した市内の建物

（萩原律氏撮影）

熊本地震で倒壊した建物

予測不能予測不能予測不能予測不能な巨大地震な巨大地震な巨大地震
あなたの　  は大丈夫？家あなたの　  は大丈夫？家あなたの　  は大丈夫？家

地
震
は
誘
発
さ
れ
る
！？

複
数
回
襲
っ
て
く
る
大
き
な
揺
れ

耐
震
化
の
現
状

問
建
築
課
建
築
担
当
（
☎
６５
・
２
３
８
１
）
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昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
し
た

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断　

対
象　
２
階
建
て
以
下
の
木
造
の
一
戸
建

て
住
宅
・
長
屋
建
て
住
宅
・
共
同
住
宅

・
併
用
住
宅
（
貸
家
を
含
む
）

●
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

対
象　
木
造
以
外
の
一
戸
建
て
住
宅
・
併

用
住
宅
（
貸
家
を
含
む
）

補
助
金
額　
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

※
８
万
９
０
０
０
円
以
内

●
耐
震
改
修
費
補
助

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事

①
診
断
後
の
判
定
値
が
０
・
７
未
満
の

木
造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以

上
と
す
る
工
事

②
診
断
後
の
判
定
値
が
０
・
７
以
上
１

・
０
未
満
の
木
造
住
宅
で
、
判
定
値

に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と

す
る
工
事

補
助
金
額　
耐
震
改
修
費
用

※
１
２
０
万
円
以
内

●
簡
易
・
小
規
模
改
修
費
補
助

対
象　
診
断
後
の
判
定
値
が
０
・
７
未
満

の
木
造
住
宅
で
、
判
定
値
に
０
・
３
を

加
算
し
た
数
値
以
上
か
つ
０
・
７
以
上

と
す
る
工
事
な
ど

補
助
金
額　
改
修
費
用
の
２
分
の
１

※
３０
万
円
以
内
（
小
規
模
改
修
は
１５
万

円
以
内
）

●
取
り
壊
し
費
補
助

対
象　
診
断
後
の
判
定
値
が
０
・
７
未
満

の
住
宅
（
延
べ
床
面
積
３０
㎡
以
上
）
の

取
り
壊
し
工
事

補
助
金
額　
取
り
壊
し
費
用

※
２０
万
円
以
内

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助

対
象　
道
路
か
ら
の
高
さ
が
１
m
以
上
で
、

組
積
造
の
部
分
が
８０
㎝
以
上
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
工
事

補
助
金
額　
撤
去
費
用
の
２
分
の
１

※
１０
万
円
以
内

◆
共
通
事
項

申
込
・
問
合
先　
建
築
課
建
築
担
当
（
☎

６５
・
２
３
８
１
）

対
象　
市
内
在
住
で
次
の
①
～
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
本
人
や
家
族
で
は
転

倒
防
止
金
具
を
取
り
付
け
ら
れ
な
い
方

①
世
帯
全
員
が
６５
歳
以
上
で
、
介
護
保

険
法
の
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第
１

～
第
７
段
階
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
い

ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
ま
た
は
Ｂ
判
定
を

持
っ
て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級
を
持
っ
て
い
る
方

そ
の
他　
▼
取
り
付
け
は
１
世
帯
１
回
限

り
で
５
か
所
ま
で
、
作
業
時
間
は
２
時

間
以
内　
▼
作
業
終
了
後
の
家
具
の
移

動
や
取
り
外
し
、
災
害
発
生
時
の
事
故

は
補
償
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先　
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
担

当（
☎
６５
・
２
１
２
１
）、
福
祉
課
障
害

者
福
祉
担
当
（
☎
６５
・
２
１
１
３
）

一級建築士が語る
熊本地震の経験から学ぶこと

―熊本地震をどう分析しましたか
今後３０年程度で起きる大規模地震を検討する中
央防災会議で、熊本県は検討の対象になっていま
せんでした。地震が発生するとしても、発生する
確率が極端に低い内陸型地震と予想されていたた
めです。地震に対する危機意識や対策は、他の地
域より低かったと思います。内陸型地震の怖さや、
住んでいる地域のどこに活断層があるのかという
ことを周知すべきでした。

―地震の直接的な死者４９人のうち３７人が家屋の
倒壊で亡くなりました

家屋の倒壊で亡くなった３７人のうち、７人は４
月１４日の前震で、３０人は１６日の本震で犠牲になり
ました。大きな揺れが複数回襲ってきても倒壊し
ないように、建物を耐震化することが重要です。

―平成１２年以降の新耐震基準で建てられていて
も、安心できませんか
新耐震基準では、熊本地震のように大きな揺れ
が複数回襲ってくる地震を想定していません。ま
た、建物が建つ地盤によっては、より大きな揺れ
が発生することがあります。自分の住んでいる地
域は揺れやすい地盤なのかどうかを確認し、余裕
を持った設計で建物を建てるか、耐震化するべき
です。

―市民の皆さんへメッセージを
地震に対する備えには、建物の耐震化が不可欠
です。住んでいる、または住もうとしている地域
の地盤の状態や活断層の位置などを知ることも大
切です。地震が起きたら通行できなくなる場所を
想定し、家族の避難経路などを日頃から話し合っ
てください。まずはできることから、地震に対し
て備えましょう。

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
な
ど
の

費
用
を
補
助

高
齢
者
や
障
害
者
に
家
具
転
倒

防
止
金
具
の
取
り
付
け
を
支
援

構造設計一級建築士
石塚守氏
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